
再エネの闇と光
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再エネ政策の陰で国民は被害に怯えています

2022. 5



１ 再エネ問題に取り組む切っ掛け ～ 地域住民からの相談

２ 森林を大規模開発するリスク ～ 土砂災害事例

３ 太陽光パネルの火災リスク ～ 火災事例

４ 全国再エネ問題連絡会を設立 ～ 設立目的と活動状況

５ 太陽光パネルによる環境汚染 ～ 原料発掘から廃棄まで
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３ 静岡県函南町「メガソーラー計画」に反対する理由

※ 地形、地質、地層、過去の災害事例 etc

静岡県ハザードマップ



静岡県HP「ハザードマップ」から転載
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メガソーラー建設予定地

← 丹那小学校

← 丹那沢 (砂防指定地)

← ２万４千トン容量の調整池を計画
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国土地理院の断層地図から調整池Bの直下に活断層の存在を確認

調整池
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埼玉県小鹿野町
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2018.7.7 
兵庫県姫路市
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メガソーラーから出火

・ 森林火災 2020.12.15

・ 水上火災 2019. 9. 9
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2020.12.15 山梨県北杜市
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2018.9.9 被災しても発電を続ける太陽光パネル 感電のおそれも!!

夜になっても消えません。火災の炎の明かりで発電します。

(東京消防庁)
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2021.8.23 山梨県庁内議員控室



2021.9.15 伊豆市 市長・議員



2021.10.15 三島市長





山梨県知事と情報交換



各政党と再エネの問題点

改善策について話し合い



2021.9.17
公明党代表 山口那津男氏
同女性局長 竹谷とし子氏



2021.9.17
日本維新の会共同代表片山虎之助氏





2021.9.24
共産党政策責任者笠井亮氏



関係省庁の幹部職員と意見交換
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総理宛て嘆願書を提出

自民党として問題解決に向け取り組むと約束



関係省庁の幹部職員と意見交換
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2021.9.22 農林水産省林野庁佐伯治山課長



2021.9.30

環境省環境影響評価課 西村課長 森田課長補佐
地球温暖化対策課小笠原課長 岸課長補佐 澁谷課長補佐



内閣府からの要請により会議に参加
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2021.9.7 内閣府規制改革会議第１５回タスクフォース

河野太郎行革担当大臣

全国再エネ問題連絡会山口

内閣府事務局 (司会) 



全国再エネ問題連絡会

45

● 活動の成果

・ 全国再エネ問題連絡会の考えや活動は与野党とも理解して頂き、

支持・協力して頂けることになりました。

・ 国会で再エネ問題が議論されることになりました。

詳細は、次のとおりです。
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法律に不備があるから

自治体が条例制定を

進めている

法改正が必要と

考えています



現行法で対応困難 = 自治体が条例を制定 =

2014年から「太陽光発電施設」規制条例の制定が始まり、

2022年4月 ( 全国 ) １８９条例

・ 都道府県 ５条例

・ 市 町 村 １８４条例

※ 現行法 ( FIT法、森林法、環境アセス法等 ) の改正が必要

規制改革 → 国民の生命・財産の被害を招いてはならない !

国は、国民が被害に

遭わないよう法改正

(規制強化)し国民を

安心させるべきだと

思います。

( 岡山、山梨、兵庫、和歌山 、山形)
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環境大臣の答弁 2022.2月 国会予算委員会
自民党高市政調会長の質問
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大規模太陽光施設
は迷惑施設



再生可能エネルギー等に関する規制等

の総点検タスクフォース (事前会議)

８月１７日

内閣府



テレビ番組 (出演)

エネルギーフォーラム

2021.9.28





再エネ政策の問題点の改善に向けた議論

2022年 4月 23日(前編)、30日(後編) 放送
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森林乱開発によるリスクのほかに

太陽光発電パネルの廃棄問題について

これが環境に深刻な影響を及ぼすことが

分かってきました。
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太陽光発電パネル (セル) の構造
と成分



● ソーラーパネルの材料は有害物質が多く、
分別、リサイクルが困難

● 廃棄費用が高額、更に処分場不足

↓

● 不法投棄 ( 海洋投棄？ ) が横行するおそれ



太陽光パネルの廃棄予測

● 環境省 ( 公表資料より )

２０３０年代 年間５０万トン～８０万トン

● 経産省 ( 公表資料より )

２０３５年から３７年頃がピーク

年間１７万トン～２８万トン 何故違うの？
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太陽光発電

２０２０年度 発電年間量 ７９１億kWh      発電容量 ６１.６GW

２０３０年度 同 上 １,２９０ 同 上 １０４
(目標)                                  ～ ～

１,４６０億kWh １１８GW

※ 耐用年数２０年、毎年同じ廃棄枚数と仮定した場合、年間１５４０万枚の排出されるのでは？

パネル１枚200wと仮定して計算すると

５枚×200w＝１KW

１GWは100万KW、６１.６GW×100万KW ＝6,160万KW

6,160万KW×５枚＝３億８００万枚 日本に設置されていると推定。
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２０５０年

３００GW → 約１５億枚 ？ の太陽光パネルが設置され、

→ 廃棄パネルは「永遠に排出」されることに？
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約４１％

約９.６％

約４.８％

約３.１％

約２.７７％

約１.３３％

約
55.4％
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２０２２年 太陽光発電の総面積は、東京都の約１.５倍３,２９１km2

２０３０年 同 上 は、東京都の 約３倍 ６,５８２km2
約３倍
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ボロ儲け

ドボン

悪質事業者は、バーゼル条約(法)の抜け道、
既に知っていると思います。



最終処分場
ひっ迫のおそれ

物質の分別が
極めて困難



再エネの光
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日本の資源
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〇 地熱資源

〇 海洋資源 (黒潮、メタンハイドレート)



世界３位 世界６位
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